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xy平面上の 3直線 y = x+2, y = −2x+14, y = − 1
2
x+5 に囲まれてできる三角

形を Dとする．以下の問いに答えなさい．解答欄には途中の計算過程も書きなさい．

(1) D の周囲および内部の点を (x, y) とするとき，y − 2x および x2 + y2 の最大値

を求めなさい．

(2) D が内接する円の方程式を求めなさい．
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【答】

(1) y − 2xの最大値は 0，x2 + y2 の最大値は 52

(2) x2 + y2 − 26
3

x− 22
3

y + 80
3

= 0

【解答】
y = x+ 2 …… 1⃝

y = −2x+ 14 …… 2⃝

y = − 1
2
x+ 5 …… 3⃝

1⃝

2⃝

3⃝

A(4, 6)

C(2, 4)

B(6, 2)

D

x

y

O

1⃝， 2⃝ の交点の座標は A(4, 6)，
2⃝， 3⃝ の交点の座標は B(6, 2)，
3⃝， 1⃝ の交点の座標は C(2, 4)

であり，3直線 1⃝, 2⃝, 3⃝に囲まれてできる三角形 D は右図
の斜線部分である．

(1) y− 2x = kとおくと，kのとり得る値の範囲は，y− 2x = kを満たす x, yがDに存在す
るような kの値の範囲，すなわち，領域Dと直線 y = 2x+ kが共有点をもつようなの kの
値の範囲である．
直線の傾きが 2であることに注意すると，k が最大となるのは，直線が点 C(2, 4)を通る

ときであり，求める最大値は

4− 2 · 2 = 0 ……（答）

である．
x2 + y2 は，Dの周および内部の点と原点との距離の 2乗である．これが最大になるのは，

(x, y)が点 A，B，Cのうち原点から最も遠い点 A(4, 6)のときであり，求める最大値は

42 + 62 = 16 + 36 = 52 ……（答）

である．
(2) D が内接する円，すなわち，△ABCの外接円の方程式は

x2 + y2 + ax+ by + c = 0 (a, b, cは定数)

とおくことができる．A(4, 6)，B(6, 2)，C(2, 4)を通ることより
A : 52 + 4a+ 6b+ c = 0

B : 40 + 6a+ 2b+ c = 0

C : 20 + 2a+ 4b+ c = 0

⇐⇒


52 + 4a+ 6b+ c = 0

12− 2a+ 4b = 0

32 + 2a+ 2b = 0

∴ b = − 22
3

, a = − 26
3

, c = 80
3

求める円の方程式は

x2 + y2 − 26
3

x − 22
3

y + 80
3

= 0 …… ア⃝ ……（答）

である．

• ア⃝は
(
x− 13

3

)2

+
(
y − 11

3

)2

= 50
9
と変形されるから，中心の座標

(
13
3

, 11
3

)
，

半径 5
√
2

3
の円である．


